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大阪大学 社会技術共創研究センター（通称、ELSIセンター）
Research Center on Ethical, Legal and Social Issues

2020年4月設立
まもなく5周年

方法論やガバナンスの在り方等
について総合的に研究する。

学内・学外の研究者・事業者と
連携し、共同研究プロジェクト
を形成・推進する。

学外のステークホルダーをつな
ぎつつ、幅広い市民の声を産業
界・行政機関等につなぐ。

3部門が連携し、ELSI教育プログラ
ムを開発。ELSI人材を創出し、社会
の中での定着を目指す。

総合研究部門 実践研究部門 協働形成研究部門 ELSI人材の育成

3 部門長 + 20名（専門分野も多様）

情報通信法、ロボット法、AIと法、国際私法、憲法学、社会学、リスク学、科学社会学、情報法、臨床哲学、倫理学、
社会学、情報の哲学、顔認証技術、科学史・科学論、科学哲学、科学技術社会論、科学コミュニケーション、音楽学

3つの部門と4つの機能

岸本充生 D3センター教授・部門長
社会技術共創研究センター長

https://elsi.osaka-u.ac.jp/



何かあった場合の
責任は？

技術と社会の間のギャップを埋めるノウハウの研究開発
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新規
科学技術
シーズ

社会実装
社会実装

社会実装

倫理的・法的・社会的課題
（ELSI: Ethical, Legal and Social Issues）

安全性は
確保されてる？

現行の法規制を
遵守してる？

悪用される
可能性は？

差別や不公平を
生み出さない？

社会が
受容してくれる？

プライバシーや
個人情報保護は？

個人や社会に
利益をもたらす？

「ギャップを埋めるノウハウ」のことを「社会技術」と呼ぶ。

新規
科学技術
シーズ

新規
科学技術
シーズ

責任ある研究・イノベーション
（Responsible Research and Innovation）

非医科学系への
研究倫理審査
の拡大（と混乱）

テクノロジーアセスメント
Strategic Intelligence
フォーサイト



いろんな組織を「ELSI」でつなぐ
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連携している学内組織
COデザインセンター
社会ソリューションイニシアティブ
中之島芸術センター
ヒューマン・メタバース疾患研究拠点
法学研究科
産業科学研究所
医学系研究科
感染症総合教育研究拠点
D3センター
数理・データ科学教育研究センター
研究オフィス
OUDX推進室
SEEDSプログラム
情報科学研究科
レーザー科学研究所
健康スポーツ科学教育研究環
エマージングサイエンスデザインR3センター
スチューデント・ライフサイクルサポートセンター

“ELSI対応なくしてイノベーションなし”



ELSIセンターの「アジャイルな」研究スタイルの事例①
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2024年4月あたま

2022年11月30日
OpenAIは正式に
ChatGPTをローンチ

2024年9月あたま



ポイント：教育・業務は倫理審査などの対象外！
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大阪大学の顔認証入場システムのリスクアセスメントを実施・公表、学内説明会でも紹介

影響度レベル

回避４：甚大

３：重大

２：限定的

低減保有１：無視可

発生可能
性レベル

４：非常に高い
３：ある程度高
い

２：一定の可能
性

１：非常に低い
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対策実施前/後のリスクアセスメント結果

顔認証 メ 

2023年12月
プレスリリース
（で初めて気づく）

ELSIセンターの「アジャイルな」研究スタイルの事例②

2024年1～3月
リスクアセスメント
（10人くらいで協力）

OUDX推進室
にコンタクト
（最初は？）

2024年6月あたま

オンライン学内
説明会で紹介

2024年4～6月
レポート作成
（ELSI NOTEに）

これ以降、
OUDXチームと
2週間に1度の

定例ミーティ
ングを継続中
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2020年4月以降、９社（10件）の共同研究・受託研究などを実施。

ELSIセンターの人文・社会科学系の産学連携の事例①



「メルカリR4Dラボ・大阪大学協働研究所」
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• 2025年1月現在、24の協働研究所が大阪大学内に設置され
ている中で、人文社会科学系の協働研究所の設置は初

• 「人文社会科学の知見を通じて、あらゆる価値が循環する
社会への道を示す」

• 2025年1月30日、同時プレスリリース

2025年7月1日、大阪大学ELSIセンターに設立

ELSIセンターの人文・社会科学系の産学連携の事例②
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